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　③湯の町通り
　　�ここの足湯は，女性がストッキングなどを脱

ぐための簡易脱衣場が併設されています�（写真
-6）。

　④サンフレッシュ山口
　　�他の足湯よりも少し離れたところにあります。

泉源に近く，温泉の香りがします�（写真 -7）。

　⑤井上公園
　　�井上公園の中にあります。明治の志士，井上

馨の銅像や湯田温泉にゆかりある詩人中原中
也の句碑や俳人種田山頭火の句碑など，山口
の歴史や文化のかいまみえるスポットです�（写
真 -8）。

　⑥湯田温泉駅前
　　�足湯に浸かりながら，山口線を走る列車や，

SL「やまぐち」号運行日には迫力ある車体を
間近に眺めることができます�（写真 -9）。

（3） 温泉舎 （ゆのや）
　湯田温泉の源泉そのものを楽しめる観光施設「温
泉舎�（ゆのや）」。覗き窓からは，地下 500 ｍの源泉
が実際に 125�ℓ /min もの温泉を汲み上げる様子を
見ることができます。飲泉も楽しめ，側には温泉
の湯けむりを体感できる「湯の川」もあります�（写
真 -10, 11）。

（4） 中原中也記念館
　詩人中原中也のふるさと・山口を訪れる人々に，
その風土を通じて中也の世界を感じて貰おうと，
平成 6�（1994）�年，生誕地に開館しました。生家は，
湯田温泉に広い敷地を持つ大きな医院でしたが，
昭和 47�（1972）�年の火事で茶室と蔵を残して焼失。
同館はその生家跡の一部に建てられ火事の際に遺
族によって運び出された中也の遺稿や遺品を中心
に，貴重な資料を公開しています�（写真 -12, 13）。
当館は，平成 26 年 2 月で開館 20 周年を迎えました。

（5） 国宝瑠璃光寺五重塔
　大内氏前期全盛の頃，25 代大内義弘は現在の香
山公園に，石屏子介禅師を迎え，香積寺を建立し
ました。義弘は応永 6�（1399）�年に足利義満と泉州
で戦い戦死。26 代弟・盛見は兄の菩提を弔うため，
香積寺に五重塔を造営中，九州の少貳勢と戦って
戦死。五重塔はその後，嘉吉 2�（1442）�年頃落慶し
ました。それからしばらくの時を経た関ヶ原の合
戦の後，毛利輝元が萩入りし，香積寺を萩に引寺。
跡地に仁保から瑠璃光寺を移築しました。これが
今日の姿です。
　全国に現存する五重塔のうちで 10 番目に古く，
美しさは日本三名塔の一つに数えられ，室町中期
における最も秀でた建造物と評されています。ち
なみに，日本三名塔の他２基は，奈良県の法隆寺
と京都府の醍醐寺にある五重塔です。この国宝，
五重塔は観光山口のシンボルとして桜や楓の裏山
を背に，大内文化を優雅に伝えています。また，
日没ごろから数時間ライトアップされ，夜も見ど
ころの一つです。�
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写真 -4　観光案内所前

写真 -6　湯の町通り

写真 -8　井上公園

写真 -5　湯の香通り

写真 -7　サンフレッシュ山口

写真 -9　湯田温泉駅前

写真 -10　温泉舎全景 写真 -11　温泉舎内部

写真 -12　案内板 写真 -13　記念館正面
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（6） 常栄寺雪舟庭
　常栄寺はおおよそ 500 年前，大内政弘が別邸と
して建てたもので，庭は雪舟に依頼して築庭させ
たものと言われています。雪舟庭は，禅味あふれ
る日本庭園の代表作として，大正 15�（1926）�年に，
国の史跡並びに名勝に指定されています。
　雪舟は室町時代に活動した水墨画家・禅僧です。
岡山県総社市の宝福寺での小僧時代，涙で鼠を描
いた逸話は有名です。

（7） SL やまぐち号
　「貴婦人」の愛称で親しまれる「C571」，SL「や
まぐち」号。�山口県の玄関口でもある新山口駅，
最新の新幹線 N700 系の停車駅でもあるこの新山口
駅から SL「やまぐち」号は出発します。途中，美
肌の湯とも言われる温泉の町湯田温泉駅に停車し，
大内文化の風情を残す山口駅に停車します。そし
て山口県を代表する渓谷がある長門峡駅，リンゴ
で有名な鍋倉駅を経て，終着駅の山陰の小京都，
津和野駅へと至ります。全長 62.9�km，約 2 時間の
ひと味ちがうロマン溢れる旅です。

５．おわりに
　室町時代，山口は京都に次いで，堺や博多など
と並ぶ大都市の一つとして栄えていました。この
地を治めていた大内氏が京都になぞらえて建設し
た町並みは美しく，その中でも，山口の中心街に
近く自然の景観にもすぐれ，豊富な湯が湧き出る
湯田の地は，魅力ある土地として広く知られてき
ました。
　平成 27 年 NHK 大河ドラマ「花燃ゆ」の舞台は
萩です。激動の時代，幕末～維新の長州を志士達
が駆け巡ったこの土地を，「はじまりの地萩」→「密
談・交流の地山口・湯田温泉」→「戦いの地下関」
と旅してみてはいかがでしょうか。

1）　HP 山口市観光情報サイト「西の京　やまぐち」
　　「山口周辺観光情報」から引用
2）　HP 山口市観光情報サイト「西の京　やまぐち」
　　「観光スポット情報　足湯」から引用
3）　HP 常栄寺雪舟庭フォトギャラリー
　　「常栄寺雪舟庭の春（藤の花）」から引用
4）　HP 山口市観光情報サイト「西の京　やまぐち」
　　「観光写真ダウンロード」から引用
5）　HP 湯田温泉旅館共同組合【公式】
　　「幕末～維新の長州をめぐる旅」から引用

写真 -14　国宝瑠璃光寺五重塔

写真 -15　春の常栄寺雪舟庭 3）

写真 -16　SL やまぐち号 4）

図 -3　幕末～維新の長州をめぐる旅 5）

［宇部興産コンサルタント（株）調査部部長　森岡 研三］
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1. はじめに
　石垣島は那覇から南西に約 410km 離れた沖縄県
内では沖縄本島，西表島に次いで 3 番目に広い島
で，概形としてはほぼ正方形に近く，北東部に細
長く平久保半島が突き出ている。島のやや北に沖
縄県の最高峰である於茂登岳（標高 525.5m）があ
り，それより北は山岳地となっており，南部は隆
起サンゴ礁の平地が多く，人口もこちらに集中す
る。南部に向かう宮良川の他にはあまり大きな川
はない。

2. 石垣島東海岸の津波石群
　「石垣島東海岸の津波石群」の名称で 2013 年 10
月 17 日付で 5 箇所の津波石が天然記念物（地質・
鉱物）に指定されている。
　指定の対象となった津波石は，科学的分析や史
料等によって津波によって移動したことが裏付け
られ，このうち「石垣島大浜の津波大石（つなみ
うふいし）（石垣市）」については，約 2,000 年前に
発生した津波によって打ち上げられたことが，付
着したサンゴの分析などにより科学的に裏付けら
れ，残る 4 つについては，1771 年の八重山地震に
よる津波（明和の大津波）で移動したとの記録が，
被害状況の報告書である「大津之時各村之形行書」
の末尾に収録された「奇妙異変記」に残っている。

天然記念物に指定された津波石の紹介
・津波大石（つなみうふいし）
　石垣島南東部の大浜にある崎原公園（石垣市字
大浜下屋敷地）にあり，長径 12.8m，短径 10.4m，
高さ 5.9m で，推定重量 1,000 トンの巨大なサンゴ
石灰岩の岩塊で，表面に付着したサンゴの年代を
分析した結果，1771 年の明和の大津波ではなく，
先島津波と名付けられた約 2,000 年前の津波によっ
て打ち上げられたものと考えられている。

・高こるせ石（たかこるせいし）
　石垣島南東部の大浜（石垣市字大浜船着原）の
畑地にあり，2,000 年前の先島津波でコルセ御嶽に
運ばれた石が，明和の大津波で再び北方に約 600m
移動したものと考えられている。

・あまたりや潮荒（あまたりやすうあれ）
　石垣島中部の伊野田（石垣市字桃里伊野田）の
海岸から約 200m 離れた畑地にあり，産後石灰岩で
推定重量は約 300 トンで，「奇妙異変記」には，元々

石垣島の地形・地質（沖縄県）
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石垣島の地形区分図
ダム技術者のための沖縄の地質 沖縄総合事務局
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ありたりやという浜の沖合い約 3 町（約 327m）に
あった 2 つの石が，津波によって浜から約 2 町（約
218m）の内陸に移動したという記載がある。

・安良大かね（やすらうふかね）
　石垣島北部の平久保半島の安良（石垣市平久保
平久保牧）の浜辺にあり，直径 7.5m，高さ 2.4m。
サンゴ石灰岩ではなく流紋岩で，鉄分を多く含ん
でおり赤く見える。

・バリ石
　石垣島北部の平久保半島の伊原間の東側，トム
ル崎とヤバガ崎間のヤバガ浜にあり，直径 9m，高
さ 3.6m，推定重量 220 トンのハマサンゴで，津波
で打ち上げられたハマサンゴとしては世界最大と
される。付着したサンゴの分析等から，明和の大
津波で打ち上げられたものと考えられている。

3. 日本最大の沈水カルスト地形
　於茂登岳を源に発して流れる名蔵川の河口に名
蔵湾はあり，河口部は広いヒルギの湿地（マング
ローブ）になっており，「名蔵川アンパル」と呼ばれ，
多くの野鳥が舞い，石垣島に残された最大の湿原
である。
　その名蔵湾で「石垣島で発見された日本最大の沈
水カルスト地形」として九州大学大学院比較社会
文化研究院の管浩伸教授らの研究グループが九州

大学HP公開している。（http://
www.kyushu-u.ac.jp）
　石垣島の名蔵湾で沈水カルス
ト地形を発見し，三次元海底地
形図を発表している。湿潤温帯
域の沈水カルスト地形が，高解

像度の海底地形図によって可視化されるのは世界
で初めてで，名蔵湾の沈水カルスト地形は日本最
大級であり，沈水ドリーネ（くぼ地）群や氷期に
発達した河川跡など，極めて多様な地形がみられ
ることが分かった。
　その内容としては，石垣島名蔵湾中央部の 1.85
× 2.7km の範囲でマルチビーム測深機を用いた三
次元地形測量を行い，大規模な沈水カルスト地形
があることを発見した。
　測深域（水深 1.6 ～ 58.5m）を 1m グリッドの高
解像度で可視し，これを基にした潜水調査などを
実施することによって，名蔵湾の沈水カルスト地
形が多様な形態と環境を持つことが明らかになっ
た。名蔵湾で認められたカルスト地形は，1）ドリー
ネカルスト，2）複合ドリーネ（ウバラ）およびメ
ガドリーネ，3）コックピットカルスト，4）ポリ
ゴナルカルスト，5）河川カルスト（旧河川跡）の
5 種類。これらは，湿潤熱帯地域でカルスト地形
です。

［株式会社海邦技研　町田 宗一］
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石の俗称辞典　第２版

名が第 2 版とされているように，1999 年
に出版された「石の俗称辞典－面白い雲根
志の世界」の増補改訂版にあたり，新たに

200 枚の写真が掲載されて親しみやすいものになっ
た。筆者の言う「石の俗称」とは，石の人との関
わりから生まれた名前のことで，学術用語（術語）
として定義され用いられる石の名称（岩石名や鉱
物名）以外の石の総称であり，「千畳敷」「夫婦岩」

「鬼の洗濯岩」といったような侵食作用でできた岩
盤の形状なども含んでいる。具体的には，石材名・
業界用語（例：石工用語・造園用語）・奇岩怪石の
俗称・石塊の俗称（例：盆石・水石の種類名・個々
の銘や独自の岩種名）・宝石業界用語・石造物の名
称（例：石舞台）・石彫物の名称（例：臥牛石）・伝説・
民話や言い伝えにまつわる石の名称（例：腰掛石）・
空想上の石名（例：飛行石）など科学的に厳密で
はないが広範囲の石の俗称を含んだものとなって
いる。
　日本人ほど石に畏敬の念をもち拝み，石と親し
み名前を付け，石にあれこれの歴史や思いを忖度

し，種々楽しむ民族は少ないと思われる。本書の
主旨は，まえがきに記されているように「石」に
関する日本語の語彙の豊穣さを紹介し，世界に冠
たる「石言葉文化」を楽しみながら，祖先らの「石」
にまつわる生活・信仰の慣習などを知り，後世に
伝える一助にするとともに地質学の普及啓発を意
図するものとされる。評者としては単なる観光目
的で付けられた俗称には抵抗を感じるが，それほ
ど肩肱張らず楽しみましょうとの誘いに乗せられ
てしまう。
　本書は“我が国の石の文化誌”と言えるもので
あり，これを材料としていろいろな視点からまと
めることができ，以下にいくつか事例を紹介する。
　わが国でもっとも著名な石材名は，「御影」であ
り兵庫県神戸市の産地名に由来する白亜紀花崗岩
であるが，岩石学的には花崗閃緑岩・花崗斑岩・
石英閃緑岩なども含む。また，色合いによって「御
影」を分類する場合も多くあり，「黒御影」は閃緑
岩や斑糲岩である。さらには非深成岩質の「御影」
さえある。形態も単純に垂直な「屏風岩」，水平な

「畳岩」，柱状の「立岩」，大小の岩塊の「夫婦岩」「親
子岩」や「陰陽石」など全国各地にあり，岩質も
成因も様々である。（なお，申し込みの際は，全地
連会員である旨記していただき，愛知出版までメー
ル等でご連絡いただければ，特別割引価格￥6000，
送料無料となります。）

（応用地質株式会社）

書  

評書評

加藤 碵一著＊

書

＊ 産業技術総合研究所名誉リサーチャー

●著者：加藤碵一（産業技術総合研究所名誉リサーチャー）
●発行所：（株）愛智出版
　　　　　〒191-0065 東京都日野市旭が丘1-14-13
● mail：aichishuppan@pop06.odn.ne.jp
●発行日：2014 年 10月 28日
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日本の土
地質学が明かす黒土と縄文文化

とは何？　と問われても、土を相手の職業
人にとっても、漠然としていて即答はでき
ない。この本での土とは、「表土」のこと

である。では表土とは何？　と限定されてもやは
り困る。表土は地質調査では地層や岩体を覆い隠
す厄介者であったから、無視をしていたし、ボー
リング柱状図では、その頭にちょこんと置きさえ
すれば、それですんだ。深く考える必要のない相
手であった。しかし、自然の大地のほとんどは表
土でおおわれているので、それなりの生まれや育
ちの歴史があるはずである。でも、それを知った
ところで業務に直接役立つことは少ないであろう。
しかし、地質に関する専門性を高めようとすれ

ば相応に広い裾野が必要になる。そうした要望
が、大地を相手の職業人にあるとすれば本書を
推薦する。
　内容は単なる既知事項の解説ではなく、土にま
つわる諸疑問が探求され、解明されていく。疑問
の中心にクロボク土（黒土）におかれているが、
解かれる諸疑問には次のようなものがある。

●土器はなぜ土の中に。
●関東ロームは火山灰か。
●クロボク土は火山灰か。
● 土壌は新鮮な岩石が風化してできるのか。
●土壌は地層累重の法則が成り立つか。
● 土の形成に関するダーウィンの実験とは。
● 日本の表土に残る永久凍土の痕とは。
●ネオエロージョンとは。
●表土のリセットとは。
●地すべり地で形成される地層とは。
●山地の普通斜面は侵食か堆積か。
●表土の岩質とは何か。
●クロボク土はなぜ黒いのか。
●クロボク土が１万年より新しいのはなぜか。
● 縄文人はなぜ野焼き ･山焼きをしたか。

（全地連　土屋 彰義）

書評

山野井 徹著＊

土

＊ 新潟大学大学院修了、新潟県庁、山形大学教養部・理学部教授、同名誉教授、東北大学総合学術博物館協力研究員

●著者：山野井 徹
●発行所：築地書館
　　　　　2015 年２月 27日発行　
　　　　　A5判　249頁
　　　　　定価：本体 2300+ 税
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地盤情報の利活用促進のためのガイドブック

1．はじめに
　全地連では，地盤情報の利活用を促進するため，
2 種類のガイドブックを作成してまいりました。こ
れらのガイドブックは平成 26 年 10 月に完成し，す
でに全地連の資料公開サイト「全地連 e-Learning
センター ＞ 地盤情報関連ガイド」に掲載していま
す。
　　　http://www.zenchiren.or.jp/geocenter/

2．地盤情報の電子納品ガイドブック
　国土交通省では，CALS/EC の一環として，平成
13 年度より直轄事業を対象に成果の電子納品を開
始しています。
　電子納品された地
質・土質調査成果は，
国や地方自治体にお
いて別の事業の参考
資料などとして内部
利用するのみならず，
広く一般に公開され
て各種の基礎データ
として再利用される
などの事例が増えて
います。
　電子化された地質・
土質調査成果の利用
- 公開についての検討が今後進んでゆくことになり
ますが，再利用するための環境を整備 - 構築するこ
とにより，地盤情報の利活用の道筋が明確になり
ます。
　本ガイドブックでは，こうした近い将来を見据
えて，国土交通省が定める「地質・土質調査成果
電子納品要領（案） 平成 20 年 12 月版」の内容につ
いて分かりやすく解説するとともに，電子納品の
現状や課題などについても紹介しています。

3．CIM対応ガイドブック　- 地質調査版 -
　国土交通省では，現状における CALS/EC の課
題を改善 - 発展させた CIM の導入を計画していま
す。CIM は，〝属性を付与した三次元モデル〟を構
築 - 利用することを前提としており，ICT を駆使し
て設計から維持管理にいたる業務の改善・効率化・
品質・環境性能向上，
ライフサイクルコス
トの縮減などを目指
しています。さらに
CIM で は，CALS/
EC の各フェーズ間
におけるデータ受け
渡しの流れが，すべ
ての関係者が構築し
た三次元モデルによ
り情報を共有する流
れに，大きく変わり
ます。
　このように，CIM
の導入により業務の流れや成果などが大きく変わる
ことが予想されており，地質調査業務もこの変革に
対応しなければなりません。
　本ガイドブックでは，CIM の概要や地質調査に
おける利活用の事例などについて紹介しています。

4．おわりに
　地盤情報の利活用に関する理解向上の一助とし
て、これらのガイドブックをご活用ください。
　なお、今年度、札幌，東京，大阪，広島の 4 会
場において、上記に関連した講習会の開催を予定
しています。講習会の詳細については、全地連ホー
ムページでご確認ください。

書
籍
紹
介

書籍紹介

一般社団法人全国地質調査業協会連合会
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全地連機関紙「地質と調査」は，印刷発行する本誌とは別に，全面カラー版をホームページに掲載してい
ます。次の手順で，どなたでもご覧いただけます。

「地質と調査 全面カラー版」Webサイトのご案内
一般社団法人全国地質調査業協会連合会

「地質と調査」編集委員会　

1

4

3

2

全地連ホームページにアクセスしてください。
URL　http://www.zenchiren.or.jp/

閲覧したい号を選択して，
クリックしてください。

この画面から，次の 3 つに進めます。
▶「地質と調査」総目次

▶「地質と調査」〔2013 年（通巻 136 号～）〕

▶「地質と調査」の小特集
     〔2000 年（通巻 83 号）～ 2005 年（通巻 106 号）〕

中央部にある〝こちら〟をクリックしてください。

ここをクリック。
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　全地連の資格検定試験（地質調査技士，地質情報管理士，応用地形判読士）は，平成 27 年 7 月に全国
10 会場で実施いたします。受験資格や申込方法などに関する詳細は，４月 10 日（金）に全地連のホームペー
ジに掲載いたします受験の手引きをご覧ください。

　　○資格検定試験 実施概要　（３つの資格検定試験は，同日程・同会場で実施いたします）
　　　試　験　日：平成 27 年 7 月 11 日（土）
　　　申込期間：平成 27 年 4 月 10 日（金）～ 5 月 11 日（月）
　　　試験会場：全国 10 会場
　　　　　　　　（予定）札幌､ 仙台､ 新潟､ 東京､ 名古屋､ 大阪､ 広島､ 高松､ 福岡､ 沖縄
　　　申込方法：受験手引きや受験願書は，全地連のホームページからダウンロードし入手してください。

　平成 27 年度 全地連資格検定試験の実施概要
　【地質調査技士・地質情報管理士・応用地形判読士（一次）】

　平成 27 年度 「道路防災点検技術講習会」を下記のとおり開催いたします。
　本講習会は，最近の災害事例を紹介するとともに，①『点検要領（平成 18 年 9 月 29 日付け事務連絡資料）』
の改訂点，②点検箇所の抽出方法，③具体的な着目点などをわかりやすく解説することを目的としており
ます。講習会の詳細や参加申込書は，全地連のホームページをご覧ください。
　なお，本講習会はここ数年，各会場ともに多くの方々にご参加を頂いております。参加ご希望の方は，
お早めにお申し込みください。　　
　　　　　　　　▶▶▶ http://www.zenchiren.or.jp/　（全地連ホームページ）

　平成 27 年度 道路防災点検技術講習会 開催案内

【道路防災点検技術講習会　開催概要】
■開催日／開催場所：

■主　催： 一般社団法人 全国地質調査業協会連合会
■後　援： 独立行政法人 土木研究所所
■協　賛： 一般財団法人 経済調査会
■参加費（テキスト代，税込み）
　　　　　会員　7,200 円 　※会員対象： 全地連会員企業の職員，地質調査技士，地質情報管理士，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応用地形判読士 ･ 判読士補 ･ マスター，官公庁の職員
　　　　　一般　8,200 円

仙　台：平成 27 年 6 月 19 日（金） フォレスト仙台
東京１：平成 27 年 7 月  3 日（金） 連合会館
新　潟：平成 27 年 9 月  4 日（金） 新潟県自治会館
大　阪：平成 27 年 10 月  9 日（金） 天満研修センター
広　島：平成 27 年 10 月 30 日（金） メルパルク広島
東京２：平成 27 年 11 月 13 日（金） 連合会館

＊ 本講習会は，ジオ ･ スクーリングネットを運営する“土質 ･ 地質技術者生涯学習協議会”が開催を確認しており，
CPD の加点対象となっております（加点ポイント：6）。
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　　　　　◎テキスト
　　　　　　 講習会テキストには，「道路防災点検の手引き（豪雨・豪雪等）」を使用します。このテキストは，

道路保全技術センターが平成 21 年 5 月に作成した同名の手引きに準拠し，“巻末資料”につ
いて平成 23 年 10 月と平成 26 年 10 月に全地連道路防災点検技術委員会が更新したものです。

　　　　　◎主な受講対象者
　　　　　　◦『点検要領（平成 18 年 9 月）』の改訂内容を習得されたい方
　　　　　　◦新たに道路の維持管理を担当される官公庁の職員の方
　　　　　　◦新たに道路防災点検業務に携わる技術者の方
　　　　　　◦災害事例などについて新たな知見を広めたい方　など

  9:30 ～ 9:35 開会挨拶
  9:35 ～ 11:05 点検の有効性と災害の低減に向けて
11:05 ～ 11:50 道路防災点検要領（H18）の概要
12:50 ～ 14:50 安定度調査における点検の着目点
15:00 ～ 16:30 安定度調査表作成演習（事例研究）
16:30 ～ 16:50 防災点検結果入力プログラム
16:50 ～ 閉会

◎プログラム（予定）

　第 3 回目となる本検定試験（二次試験）は，今年 2 月，全地連の理事会において 22 名の合格者を決定
いたしました。なお，合格者は，資格登録申請を行うことで「応用地形判読士」の称号が付与されますが，
今回の合格者全員が登録申請を行うことで，「応用地形判読士」の登録者人数は 51 名となります。

　平成 26 年度 応用地形判読士資格検定試験
　二次試験合格者 22 名が決定

平成 26 年度　応用地形判読士資格検定試験　二次試験合格者
受　験　番　号

9122007 9124003 9124012 9124077 9125012
9126067 9127008 9128015 9131010 9131067
9131125 9131126 9131132 9131151 9141003
9141010 9142007 9144017 9144021 9145001
9146002 9146006 － － －

　国土交通省は，平成 27 年 4 月以降，調査業務の積算で使用する職種区分「普通作業員」と「地質調査員」
の２つを統合し，新たな「地質調査員」として積算を開始する見込みです（平成 27 年 2 月末時点）。
　この見直しは，「普通作業員」の雇用環境などの実態を鑑みて実施されるものであり，積算上では「普
通作業員」に該当していた技術社員の雇用経費を，より適切に計上するための見直しといえます。
　なお，「普通作業員」については，調査業務の積算上では使用されなくなりますが，従来ここで計上さ
れていた人工数量は，ある割合でもって「地質調査員」に振り替えられる見込みです。
　全地連では，国土交通省の動向に対応するため，「全国標準積算資料（土質調査・地質調査）」（通称：赤本）
の見直しを行う予定です。赤本には「普通作業員」を使用する標準歩掛を多数掲載しているため，対応策
を早急に検討し，ホームページ等を通じて新しい積算基準をご案内いたします。

　地質調査業務の積算基準について 
　−国土交通省 職種区分「普通作業員」の見直しと全地連の積算基準書（赤本）の対応−
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　全地連の受注動向調査結果では，平成 26 年度第 3 四半期（4 月～ 12 月）の地質調査業務事業量が 616
億円となり，対前年比では 92％となりました。
 なお，今期の地質調査業務事業量は，前年度の政府予算（いわゆる 15 カ月予算）の反動もあり，対前年
比で落ち込みましたが，一昨年度との比較では約５％増となっております。

　平成 26 年度  第 3 四半期 地質調査業務事業量  616 億円

受注動向調査対前年比較表（4 月～ 12 月）
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　毎年，多くの発注機関の方や地質技術者にご参加を頂いております本研修につきまして，平成 27 年度
は下記のとおり開催いたします。
　本研修では，地質調査の手法や解析，評価手法のほか，調査計画や積算手法などについて，専門家の講
義により最新の知識，技術の修得を図ることを目的としています。
　特に，｢地質リスクマネジメント｣ の講義では，地質にかかわる事業リスクについて事例を交えて解説
するほか，｢地質調査業務発注のポイント｣ の講義では，積算手法の解説をはじめ，業者選定や資格制度
の活用など業務発注の段階で参考となる内容を紹介します。
　なお，本研修は，発注機関の方の参加が全体の１／３前後を占めており，参加者からは産官の相互交流，
情報交換の貴重な機会としても大変好評をいただいております。
　皆様のご参加をお待ちしております。

　平成 27 年度研修   「地質調査」開催案内

平成 27 年度研修　「地質調査」 実施要領
－地盤に関わる諸問題解決の知識と留意点について－

共　催　　一般財団法人 全国建設研修センター
　　　　　一般社団法人 全国地質調査業協会連合会
後　援　　国土交通省
　　　　　全国知事会 ･ 全国市長会 ･ 全国町村会

1. 目　　的： 地盤，地下水，基礎構造物などの検討に必要な地質調査に係わる計画，調査手法において，
環境，防災，リスク管理の視点を採り入れながら，建設事業のトータルコストを下げ
る地質調査についての最新の知識，技術を短期間で体系的に修得する。
また，共同生活による相互啓発，相互交流，情報交換を通じて職場における業務の推
進に資するものとする。

2. 対象職員： 国，地方公共団体及び民間企業等において建設事業に携わる者
3. 募集人数： 40 名
4. 研修期間：平成 27 年 5 月 13 日（水）～平成 27 年 5 月 15 日（金）　3 日間
5. 教　科　目：（時間割を参照）
6. 研修場所：一般財団法人 全国建設研修センター 研修会館
　　　　　　〒 187-8540 東京都小平市喜平町 2-1-2　TEL：042-324-5315
7. 申込先及び問い合わせ先：
　　　　　　一般財団法人 全国建設研修センター 研修局　　担当： 荷出・浦上
　　　　　　〒 187-8540 東京都小平市喜平町 2-1-2
　　　　　　※申込みはインターネット，郵送，FAX，メールいずれでも受け付けています。
　　　　　　　▶▶▶ホームページアドレス　http://www.jctc.jp/
8. 研修経費及び納入先：研修経費（1 人当たり，消費税含）
　　　　　　　　　　　① 研修会費：69,000 円
　　　　　　　　　　　② 宿　泊　費：  5,800 円（2 泊分）※前日宿泊の場合，1 泊分（2,900 円）追加となります。

　　　　　　　　　　　③ 合　　計：74,800 円
9. 申込締切日：平成 27 年 4 月 27 日（月）
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機関誌「地質と調査」編集委員会

一般社団法人全国地質調査業協会連合会

　　委員長　鹿野 浩司

　　委　員　佐久間 春之，中村　覚，細野 高康，細矢 卓志，三木　茂，利藤 房男，土屋 彰義，山本　聡，池田 俊雄，高橋　暁，中川　直 .

各地区地質調査業協会

　　委　員　北海道：鈴木 孝雄　　東　北：高橋 克実　　北　陸：津嶋 春秋　　関　東：丹下 良樹　  中　部：伊藤 重和　　

　　　　　　関　西：束原　 純　　中　国：向井 雅司　　四　国：二神 久士　　九　州：金田 良則　  沖縄県：長堂 嘉光

　　一般社団法人全国地質調査業協会連合会
　　　〒 101-0047　　東京都千代田区内神田 1-5-13　内神田 TK ビル 3 階　　 　　　 TEL.（03）3518-8873　　FAX.（03）3518-8876

北海道地質調査業協会
東北地質調査業協会
北陸地質調査業協会
関東地質調査業協会
中部地質調査業協会
関西地質調査業協会
中国地質調査業協会
四国地質調査業協会
九州地質調査業協会
沖縄県地質調査業協会

〒 060-0003　北海道札幌市中央区北 3 条西 2 丁目 1（カミヤマビル）  TEL.（011）251-5766
〒 983-0852　宮城県仙台市宮城野区榴岡 4-1-8（パルシティ仙台 1 階）  TEL.（022）299-9470
〒 951-8051　新潟県新潟市中央区新島町通 1 ノ町 1977 番地 2（ロイヤル礎 406）  TEL.（025）225-8360
〒 101-0047　東京都千代田区内神田 2-6-8（内神田クレストビル）  TEL.（03）3252-2961
〒 461-0004　愛知県名古屋市東区葵 3-25-20（ニューコーポ千種橋 403）  TEL.（052）937-4606
〒 550-0004　大阪府大阪市西区靱本町 1-14-15（本町クィーバービル）  TEL.（06）6441-0056
〒 730-0017　広島県広島市中区鉄砲町 1-18（佐々木ビル）  TEL.（082）221-2666
〒 760-0067　香川県高松市松福町 2-15-24（香川県土木建設会館）  TEL.（087）821-4367
〒 812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東 2-4-30（いわきビル）  TEL.（092）471-0059
〒 903-0128　沖縄県中頭郡西原町森川 143-2（森川 106）  TEL.（098）988-8350

機関誌　「地質と調査」　’15 年 1 号　No.142

編　集　一般社団法人全国地質調査業協会連合会
　　　　〒 101-0047 東京都千代田区内神田 1-5-13　内神田 TK ビル 3 階
発行所　株式会社ジェイスパーク
　　　　〒 102-0082　東京都千代田区一番町 9-8　ノザワビル 7 階　TEL. （03）3264-7781   FAX. （03）3264-7782
　　　　株式会社ワコー
　　　　〒 102-0072　東京都千代田区飯田橋 3-11-7　TEL. （03）3295-8011    FAX. （03）3230-2511
印刷所　株式会社 高山

平成 27 年 4 月 15 日　印刷
平成 27 年 4 月 20 日　発行

無断転載厳禁
印刷物・Web 上等に本誌記事を掲載する
場合は、一般社団法人全国地質調査業協
会連合会に許可を受けてください。

　本号では，東日本大震災以来，注目されている「津
波堆積物」を取り上げました。
　東日本大震災では，津波により多くの尊い命が失わ
れたことは，4 年経った今でも深く心に刻まれていま
す。「想定外」という表現がさかんに使われましたが，
地層には「津波堆積物」という状態で過去の津波の証
拠がしっかりと残っていました。
　確かに，今回のような津波は，数百年，千年に一度
の出来事かもしれません。しかしながら，過去どのよ
うな津波が来ていたかをしっかり調査・把握すること
は「想定外」を作らないためにも重要です。
　本号の小特集及び教養読本として執筆頂いた津波に
関する 8 編を読むと，改めて，津波堆積物は北海道か

ら九州まで広い範囲で認められること，津波堆積物の
堆積年代から過去の履歴，特に歴史地震との関係もか
なり調べられていることが分かります。
　但し，これらの事実を防災に役立てることは，長期
的に視野を持った戦略が必要です。この度の震災で，
ハード対策のみでは限界があることもはっきりしまし
た。今後は，「津波教育」のようなソフト対策とともに，
個人個人が過去を知り，謙虚に自然と向き合う姿勢が
問われていると言えます。
　最後になりましたが，ご多忙中にも関わらず快く執
筆を受け入れて頂きました執筆者の方々には，心から
感謝の意を表します。

（2015 年 3月　細矢記）

編集後記
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